
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高遠林間学校から早いもので１週間が経 

とうとしています。自然の中で行った様々 

な活動は、みなさんの心に残っていること 

でしょう。また、初めての宿泊活動を通し 

て、普段気がつかなかった友達のよさに触 

れ、新たな人間関係をつくった人もいるこ 

とでしょう。先生は、ファイヤータイムの 

最後にみなさんで「キセキ」を歌った場面 

が特に印象に残っています。ファイヤーの 

炎が１人１人の笑顔を照らす幻想的な空間 

で、全員の歌声が満天の星空に届くようで 

した。まるで１枚のすばらしい絵画を見ているようで、とても感動しました。この感動

は、そこにいた人しか味わうことはできないものです。学年が１つになったこの瞬間を

先生は大切にしていきます。みなさんもそれぞれですばらしい思い出ができたことと思

います。 

 高遠林間学校を中心となってつくりあげてくれた実行委員・室長・火の舞のみなさん、

ありがとうございました。 

 さて、林間学校は旅行とは違います。ただ「楽 

しかった」「思い出に残った」だけではいけません。 

この３日間を通して学んだことはあるでしょうか。 

決められたルールの中で生活することができたで 

しょうか。時間やマナーを守り、他の人に迷惑をか 

けずに過ごすことができたでしょうか。学んだこと、 

課題になったことを全員でしっかりと意識して、 

「キャンプがあったからこそ、個人個人が、そして 

学年がよりよくなった。」と言えるようにしていき 

ましょう。（越野 和芳） 

 

 

 

 

 

 

〔保護者の方へ〕 

 高遠林間学校に向けて、持ち物の準備やお子様の体調のことなどで、たくさんのご協力をいただ

きました。また、バス代に関して昨年度よりも多くの費用をご負担いただきました。保護者の方の

ご協力があって、高遠林間学校を無事に終えることができました。職員一同お礼申し上げます。あ

りがとうございました。後日、同行した写真屋より、写真購入のご案内が出される予定です。 

東中学校ホームページもご覧下さい。 
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この通信は、2年生のみなさんと

保護者の方々に向けて、編集・発行

しています。必ず家庭に届けてくだ

さい。 


